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当協会では物価高騰による医療機関への影響を把握し、医
療機関への財政措置を実施させる要請等に役立てるため、
グーグルフォームによる緊急調査を実施します。是非アン
ケートにご協力くださいますよう、お願い申し上げます。

　

先
月
16
日
、
前
橋
赤
十
字
病
院
感
染
症
内
科
部
長
の
林
俊
誠
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
院
内
感
染
対
策
と

イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
医
療
安
全
管
理
」
と
題
し
、
講
習
会
を
群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
文
京
町
）

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
併
用
で
開
催
し
た
。
以
下
、
講
習
内
容
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

医
療
安
全
の
確
保
講
習
会
を
開
催

第
21
回

1  

ま
ず
は
標
準
予
防
策 

　

す
べ
て
の
感
染
症
を
把
握
す
る

に
は
コ
ス
ト
、
手
間
、
時
間
な
ど

が
か
か
り
非
現
実
的
で
あ
る
。
最

も
合
理
的
な
の
は
、
標
準
予
防
策

を
お
い
て
他
に
な
い
。

　

標
準
予
防
策
を
実
践
す
る
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
重
要
と
な
る
の
は

手
指
衛
生
で
あ
る
。
手
は
汚
い
と

認
識
す
べ
き
で
、
お
に
ぎ
り
や
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
ら
れ
る
レ
ベ

ル
の
清
潔
度
を
確
保
し
て
診
療
に

の
ぞ
む
べ
き
で
あ
る
。
手
指
衛
生

の
方
法
に
は
、
手
指
消
毒
と
流
水

手
洗
い
が
あ
る
が
、
第
一
選
択
は

前
者
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
殺
菌

効
果
が
高
い
、
手
荒
れ
が
少
な
い
、

短
時
間
で
実
践
で
き
る
、
す
ば
や

く
乾
燥
す
る
、
ボ
ト
ル
の
管
理
の

簡
便
さ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
目
に
見
え
る
ほ
ど
汚
れ
て
い

る
場
合
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ク
ロ

ス
ト
チ
ジ
ウ
ム
・
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル

な
ど
の
対
策
に
は
例
外
的
に
流
水

手
洗
い
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。

手
指
消
毒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

が１
．
患
者
に
触
れ
る
前

２
．
清
潔
・
無
菌
操
作
の
前

３
．
体
液
暴
露
の
お
そ
れ
後

４
．
患
者
に
触
れ
た
後

以
上
の
４
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
な

お
、
１
お
よ
び
２
は
持
ち
込
ま
な

い
、
３
お
よ
び
４
は
持
ち
出
さ
な

い
に
分
類
さ
れ
る
。
要
す
る
に
患

者
の
居
室
や
処
置
室
に
入
る
前
と

出
た
後
に
行
え
ば
良
い
こ
と
で
あ

る
。
手
指
衛
生
の
順
番
で
あ
る
が
、

手
の
ひ
ら
→
指
先
→
手
の
甲
→
指

の
間
→
親
指
→
手
首
と
な
る
。
な

お
、
時
間
が
な
い
と
き
は
指
の
間

と
手
首
は
省
け
る
。
ま
た
、
個
人

防
護
具
を
着
け
る
前
は
当
然
手
指

衛
生
を
行
う
の
だ
が
、
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
手
指
衛
生
→
エ
プ
ロ

ン
→
マ
ス
ク
→
ゴ
ー
グ
ル
→
グ

ロ
ー
ブ
の
順
と
な
る
。
個
人
防
護

具
を
脱
い
だ
後
は
、
グ
ロ
ー
ブ
→

ゴ
ー
グ
ル
→
マ
ス
ク
→
エ
プ
ロ
ン

→
手
指
衛
生
の
順
と
な
る
。
グ

ロ
ー
ブ
は
必
ず
ピ
ン
ホ
ー
ル
が
あ

る
と
認
識
し
、
着
脱
時
に
は
必
ず

手
指
衛
生
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
手
指
消
毒
の
ボ
ト
ル
は
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
設
置
す

る
か
、
あ
る
い
は
配
布
し
て
個
人

持
ち
に
し
た
ほ
う
が
手
指
衛
生
の

実
施
率
は
上
が
る
。

　

次
に
重
要
と
な
る
の
が
個
人
防

護
具
で
あ
る
。
個
人
防
護
具
に
は

ゴ
ー
グ
ル
、
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、

グ
ロ
ー
ブ
な
ど
が
あ
る
。
グ
ロ
ー

ブ
は
汗
を
除
く
体
液
、
粘
膜
、
傷

の
あ
る
皮
膚
に
触
れ
る
ケ
ア
の
際

に
は
必
ず
装
着
す
べ
き
で
あ
る
。

エ
プ
ロ
ン
を
装
着
す
べ
き
場
面
は

体
液
や
病
原
体
が
飛
散
す
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
ゴ
ー
グ

ル
は
体
液
や
病
原
体
が
激
し
く
飛

散
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
装

着
す
る
べ
き
で
あ
る
。

2
体
液
暴
露
後
の
対
応
と
は

　

対
応
が
必
要
と
な
る
体
液
暴
露

は
、汗
を
除
く
体
液
（
血
液
、組
織
、

精
液
、
膣
分
泌
液
）
が
粘
膜
や
傷

の
あ
る
皮
膚
（
噛
ま
れ
た
、
刺
し

て
出
血
が
あ
っ
た
な
ど
）
に
接
触

し
た
場
合
で
あ
る
。
暴
露
事
故
で

感
染
し
う
る
主
な
も
の
に
Ｈ
Ｂ

Ｖ
、Ｈ
Ｃ
Ｖ
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
あ
る
。
暴

露
事
故
に
よ
る
感
染
率
は

Ｈ
Ｂ
Ｖ
＝
３
０
０
／
１
０
０
０

Ｈ
Ｃ
Ｖ
＝
３
０
／
１
０
０
０

Ｈ
Ｉ
Ｖ
＝
３
／
１
０
０
０

と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
感
染
率

が
減
る
。
暴
露
事
故
の
際
に
は
、

ま
ず
、
冷
静
に
同
僚
や
上
司
を
呼

び
、
次
に
危
険
物
を
安
全
に
破
棄

し
、
最
後
に
汚
染
部
位
を
洗
浄
す

る
。
そ
の
後
、
暴
露
源
の
感
染
性

を
血
液
検
査
で
確
認
し
、
感
染
性

が
不
明
な
場
合
は
経
過
観
察
と

し
、
感
染
性
が
あ
れ
ば
次
に
述
べ

る
よ
う
に
感
染
症
別
に
対
応
す

る
。

　

Ｈ
Ｂ
Ｖ
に
暴
露
し
た
場
合
は
暴

露
者
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
体
が
10
ｍ
IU
／
㎖

以
上
で
な
い
場
合
は
24
～
48
時
間

以
内
（
お
そ
く
と
も
７
日
以
内
の

抗
Ｈ
Ｂ
ｓ
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の

投
与
が
必
要
と
な
り
、
加
え
て
Ｈ

Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
も
行
っ
て
お
く
。

Ｈ
Ｃ
Ｖ
暴
露
は
今
の
と
こ
ろ
有
効

な
対
応
策
が
な
く
、
丁
寧
な
経
過

観
察
こ
そ
が
最
も
大
切
と
な
る
。

最
も
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
で
、
２
時
間
以
内
に
予
防
薬
の

内
服
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
１
週
間
後
と
な
っ
て
も

内
服
を
考
慮
す
る
。
ち
な
み
に
１

９
９
９
年
以
降
、
職
業
上
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
暴
露
で
感
染
し
て
し
ま
っ
た
医

療
者
の
数
は
世
界
中
で
０
人
で
あ

る
。

3
ワ
ク
チ
ン
は
暴
露
前
対
応

　

標
準
予
防
策
の
み
で
対
応
が
可

能
で
あ
る
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
よ
う
な
感
染

症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
な

理
由
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
防
護
具
だ
け
で
は
不
十
分

②
働
け
る
職
員
が
不
足
す
る

③
残
っ
た
職
員
が
大
変
に
な
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
３
回
接
種

を
１
シ
リ
ー
ズ
と
す
る
。Ｈ
Ｂ
ｓ

抗
体
の
陽
転
化
率
は
１
シ
リ
ー
ズ

90
％
、
２
シ
リ
ー
ズ
95
％
で
あ
る
。

Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
２
シ
リ
ー
ズ

接
種
し
て
も
10
ｍ
IU
／
㎖
に
な
ら

な
い
場
合
はNon-responder

と

呼
び
、
暴
露
時
に
は
緊
急
対
応
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
知
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

標
準
予
防
策
に
加
え
て
感
染
経

路
別
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
必

要
な
理
由
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
周
囲
の
患
者
に
影
響
す
る

②（
陰
圧
）
個
室
が
減
る

③
防
護
具
の
脱
着
が
大
変

④
妊
婦
の
命
に
関
わ
る
、
胎
児
の

　

発
育
に
も
関
わ
る

⑤
職
場
の
人
間
関
係
が
壊
れ
る

⑥
緊
急
対
応
が
間
に
合
わ
な
い

⑦
社
会
的
な
問
題
と
な
る

⑧
病
院
存
続
に
関
わ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

講習会のようす

　

麻
疹
・
風
疹
・
ム
ン
プ
ス
・
水

痘
ワ
ク
チ
ン
は
原
則
２
回
接
種
で

99
％
に
有
効
な
抗
体
が
得
ら
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

林
先
生
の
講
習
は
ユ
ー
モ
ア
が

所
々
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
と
て
も

楽
し
く
、
ま
た
わ
か
り
や
す
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
終
わ
り
気
が
緩

ん
で
き
て
い
た
の
で
、
手
指
衛
生

の
必
要
性
や
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
気
づ
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
90

分
で
あ
っ
た
。

（
研
究
部
・
歯
科　

部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 

狩
野
証
夫
）

林
俊
誠
先
生

第
32
回
保
険
医
写
真
展  

自
由
部
門  

奨
励
賞

「
瀑
布
」　

伊
藤　

洋
子
／
前
橋
市
・
前
橋
協
立
診
療
所

　

標
高
３
０
０
０
～
４
０
０
０
ｍ
の
山
上
の
広
大

な
湖
上
か
ら
流
れ
に
沿
っ
て
約
２
時
間
歩
き
ま
し

た
。
水
質
の
変
化
で
黄
色
や
青
緑
色
に
七
変
化
す

る
風
景
に
驚
き
ま
し
た
。

（
撮
影
地
：
中
国
四
川
省
九
塞
溝
／
撮
影
日
：
２

０
１
６
年
７
月
）

次
回
第
33
回
保
険
医
写
真
展
は

７
月
開
催
予
定
で
す

課
題
『
建
築
物
』

「
赤
城
神
社
参
道
松
並
木
雪
景
色
」　

武
井　

克
己
／
館
林
市
・
た
け
い
小
児
科
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科

　

所
用
が
あ
り
赤
城
山
麓
に
向
か
っ
た
２
０
２
３
年
２
月
、
予
期
せ
ぬ
降

雪
に
慌
て
ま
し
た
。
し
か
し
赤
城
神
社
参
道
の
松
並
木
に
目
を
向
け
る
と
、

そ
こ
に
は
水
墨
画
の
世
界
が
広
が
り
、
息
を
の
む
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。

※詳細は、全国紙3月5日号に同封の
　チラシをご覧ください

茨
城
県
笠
間
市
・
絶
景
の
旅

茨
城
県
笠
間
市
・
絶
景
の
旅

撮影バス旅行撮影バス旅行
第24回第24回

主催／群馬県保険医協会 ・文化部主催／群馬県保険医協会 ・文化部

4.27日4.27日20252025
笠間つつじ公園・笠間稲荷神社・石切山脈

笠間つつじ公園（茨城県）笠間つつじ公園（茨城県）

物価高騰に関する医療機関の緊急影響調査
～ご協力のお願い～

お問い合わせ 群馬県保険医協会事務局　☎027-220-1125

右記 QR コードまたは下記 URL から回答
フォームに入力の上、ご回答ください。

https://forms.gle/yN2iLkeXaDtHmSnZ9

回答期限：2月 28日 金 まで


